
～ ２０２５年　１月２０日

（対象者数） 49 （回答者数） 40

～ ２０２５年　３月　１７日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
それぞれの専門性をより活かした支援が行えるよう職種間の

連携を密にしていく

2
より専門性の高い支援が提供できるよう、職員の研修参加の

機会を設け、質の向上を図っていく。

3

活動後の振り返りの中で、お⼦さんの様⼦を都度アセスメン

トして、次の支援へと繋げる為に必要なことを職員間で共

有・検討をしていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
随時面談を受け付けている旨を周知する。気軽に話が出来る

面談期間を設けることの検討や環境面の工夫さが求められる

2
活動概要やお知らせ、災害時や緊急時の対応について、保護

者へ掲示等により周知・説明していく

3

○事業所名 Picowill久我山

○保護者評価実施期間
２０２５年　１月６日

○保護者評価有効回答数

２０２５年　３月　５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２５年　３月１７日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者様とお⼦様の発達や状況について共通理解の不足

・フィードバック時はゆっくりとお⼦様の状況について話を

する時間やスペースを持つことが難しい。

・個別支援計画の面談時に所属園でのご様⼦やお⼦様の状況

についてお話を聞く機会を設けていますが、もう少し定期的

にお⼦様について共通理解を深めていきたい

情報発信や災害時の対応についての周知不足

・活動概要やお知らせ等HUGアプリからPicowill通信を配信

しているが、保護者への周知不足している

・災害時の対応として定期的に訓練を実施しているが、情報

発信をしていない

職員配置が充実している

・6名での体制となっており、お⼦様の課題や活動内容に

沿って細やかな支援をしています

・多職種（言語聴覚士・作業療法士・支援員・保育士）が連

携し多角的な視点で支援しています

専門性を生かした支援
各専門職がそれぞれの専門性を生かして個別的・専門的な支

援をしている

お⼦様に沿った楽しめる活動を工夫している

・お⼦様が楽しく通所できるよう、興味関心や発達に合わせた活動プ

ログラムを立案しています。Picowillで楽しく遊んでいたらいつの間

にかできるようになってきた、と思っていただけるよう遊びを通した

支援を工夫することを心がけています

・継続した支援を心がけ、お⼦様によっては活動内容を継続すること

で積み重ねていく経験も大切に支援しています

事業所における自己評価総括表公表


